












 

新生児医療のあるべき姿として、その地域化が希求されて久しい。これは単に新生児を専

門とする医師のみにとどまらず、小児科医、さらには婦人科医等、広く医療担当者の認識

するところとなっていると思考されるものの、その実現化には、単に医療担当者間のみな

らず、一つには医師会、一つには行政機関の合意が必要となってくる。この広大な社会の

組織体の歯車がゆっくりとでもまわりつづけるためには起動力とまわりつづけるための潤

滑油が必要になると考えられるが、それは人であろうと思う。 

 日本の新生児死亡率が逓減をつづけ、今日、世界のトップレベルに達しているものの、

なお改善の余地があり、不幸な子供を救いうると考えられる。 

 そこで、日本における新生児医療の地域化の現状を広い範囲での地域化の状態と、車の

動きうる範囲での地域化の実態とその内容について調査した。 


